
岩
手
・
宮
城
の
昧

仮
設
商
店
街
競
う

　
　
気
仙
沼
で
グ
ル
メ
大
会

　
岩
手
、
宮
城
同
県
の
六
つ
の

仮
設
商
店
街
が
参
加
す
る
「
復

興
グ
ル
メ
Ｆ
１
１
大
会
」
が
2
0

日
、
気
仙
沼
市
南
町
の
仮
設
商

店
街
「
南
町
紫
市
場
」
で
あ
っ

/?≒i

た
。
地
元
食
材
を
使
っ
た
ア
イ
　
ハ
ー

デ
ア
料
理
を
販
売
し
て
人
気
を
ー
‘
ｊ
ｆ
ｌ

競
い
、
紫
市
場
を
運
営
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
気
仙
沼
復
興
商
店
街

が
考
案
し
た
「
気
仙
沼
サ
ン
マ

ダ
ィ
ー
ヤ
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
い
た
。

　
各
商
店
街
が
１
品
３
０
０
円

で
販
売
。
各
３
０
０
食
が
ほ
ぼ

売
り
切
れ
た
。
来
場
合
は
気
に

入
っ
た
料
理
の
箱
に
割
り
箸
を

入
れ
て
投
票
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
の
サ
ン
マ
テ
ィ

ー
ヤ
は
、
気
仙
沼
産
サ
ン
マ
の

甘
露
煮
や
野
菜
を
パ
ン
生
地
で

包
ん
だ
料
理
。
商
店
街
の
飲
食

｡
‐
‐
店
な
ど
が
協
力
し
考
案
し
た
。

☆
ｙ
各
地
の
昧
を
楽
し
も
う
と
、
市
内
一

外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
た
復
興

―
　
　
　
　
　
　
－
　
－
　
　
　
　
　
　
　
″

グ
ル
メ
Ｆ
１
１
大
会

・
・
船
腹
さ
ん
ま
ば
っ
と
う
」

硲
●●●●●●●●●●

　
　
Ｘ
’

Ｉ
Ｍ
ｔ
‐
７
７
Ｎ

／
ｘ
’

１
‘
‘
１

５

９

５
、
／
－
　
ノ
ゝ
ゝ
　
皿

多
か
っ
た
。
気
仙
沼
市
の
主
婦

お
ふ
な
と
夢
商
店
街
）
は
、
サ

ン
マ
の
つ
み
れ
を
す
い
と
ん
で

包
ん
だ
。

　
全
種
類
を
食
べ
比
べ
る
人
も

（
6
4
）
は
「
立
ち
直
ろ
う
と
頑
張

る
商
店
主
ら
の
姿
に
元
気
を
も

ら
っ
た
。
お
な
か
も
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
」
と
満
足
そ
う
に
話

し
た
。

　
復
興
グ
ル
メ
を
育
て
、
各
商

店
街
の
集
客
に
つ
な
け
よ
う

と
、
気
仙
沼
復
興
商
店
街
と
岡

山
市
の
復
興
支
援
団
体
が
主

催
し
た
。
各
地
持
ち
回
り
で
継

続
的
に
開
催
す
る
方
針
と
い

う
。
同
商
店
街
の
坂
本
正
人

名
誉
。
商
店
街
の
交
流
を
通
じ
、

他
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
商

さ
ん
（
5
6
）
は
「
グ
ラ
ン
プ
リ
は

　
：
―
　
Ｆ
：
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
Ｉ
ｍ

　
２
位
に
は
、
タ
コ
フ
ラ
イ
を
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
）
が
選
売
も
参
考
に
で
き
る
」
と
語
っ

の
せ
た
「
タ
コ
カ
レ
上
　
（
南
ば
れ
た
。
３
位
の
汁
料
理
「
大
た
。
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料理復興の力きしし’
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